
ジェンダーと身体の視点から見た新たなファッションの創造

-ジェンダーノンコンフォーミングファッションに関する態度調査-
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研究背景

時代とともに変化するアパレル業界のジェンダー意識

　ファッション業界におけるジェンダーアイデンティティは21世

紀に大きく進化し、ユニセックスやアンドロジナススタイルの台

頭、クィアファッションの出現など、伝統的なジェンダー規範に

挑戦し、多様性を受け入れる傾向が強まっている。

自分のジェンダーアイデンティティ以外の衣料品を経験したことある消費者の割合
引用先：The Year Ahead: Gender-Fluid Fashion Hits the High Street | BoF (businessoffashion.com) 
（2023年10月21日閲覧）

トランスジェンダーまたはノンバイナリーであると自認する成人の割合（世代別）
引用先：How Gen Z Changed Its Views On Gender | Time　（2023年10月21日閲覧）

若年消費者の特性の変化

　Z世代は他の世代に比べて、トランスやノンバイナリーである

と自認する傾向が強く、ジェンダーに関して高い意識を持ってい

る。また、LGBTQ+のアイデンティティをよりオープンに受け入れ

ており、ジェンダーアイデンティティに関する伝統的な考え方に

挑戦し、より包括的で多様な視点を受け入れている。
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　近年、ファッション業界ではジェンダーアイデンティティの多様化が進み、特にZ世代の消費者の間で伝統的なジ

ェンダーの二元論に対する挑戦が顕著となっている。このような背景の中で、ファッションがジェンダー意識をど

のように反映し、形成しているのかを理解し、ジェンダーノンコンフォーミングな消費ニーズにどのように応える

かを探ることは、ファッション産業の発展にとって極めて重要だと考える。　

研究概要

ジェンダーノンコンフォーミングとは？

本研究に使うジェンダーノンコンフォーミングファッション概念の説明（筆者作成）
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1. ジェンダーノンコンフォーミングな消費者に適した商品の在り方を探究する。特にZ世代の消費者のニー

ズに応えるため、ジェンダーラベルのない服のデザイン、多様なサイズとカットの選択肢、広範なスタイ

ルの提供など、より包括的な服のデザインや製造方法を検討する。

2. ジェンダーノンコンフォーミングファッションを大衆市場に普及させる方法を探る。現在、多くのジェン

ダーノンコンフォーミングファッション商品は高級ブランドやデザイナーブランドによって提供されてお

り、価格が高いため、より一般的に普及させ、多くの人々にこの種の服を体験してもらう方法を発見する。

3. ジェンダーノンコンフォーミングな商品が現在のファッション市場の課題を解決する可能性を検討する。

より多様で包括的な服の選択肢を求める消費者のニーズを満たせるか、市場に与える潜在的な影響や成長

の可能性を評価する。

　本アンケート調査は、ファッション業界におけるジェンダーノンコンフォーミングファッションの現状とそ

の市場への影響を明らかにすることを目的としている。ジェンダーアイデンティティが多様化する現代におい

て、特にZ世代の消費者は自らの性別認識に対する意識が高く、そのニーズも多岐にわたる。

　また、アンケート調査では、ジェンダーノンコンフォーミングファッションへのニーズを探り、それに対応

する商品の開発やマーケティングの方針を検討するための基礎資料を提供するものである。

研究目的

アンケート調査の目的
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スクリーニング調査：

　スクリーニング調査は、日本全国在住の15歳以上28歳以下の

Z世代1,000人を対象に実施された。調査では、服飾製品の購買

頻度とファッションへの態度が主に調査された。

　結果として、約半数がファッションに対して肯定的な関心を

持っていることが分かった。また、ファッションを通じた自己

表現の可能性やファッション業界の多様性の重要性についても、

肯定的な傾向が見られた。
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本調査：

　本調査は、1,000人に実施したスクリーニング調査の結果を

基に選定された502人から300人を対象に実施された。調査では、

ジェンダーノンコンフォーミングファッションに関する態度や

経験、購買意向などが詳細に調査された。

アンケート調査の概要
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回答者の基本属性（N=288）

性自認：

　シスジェンダー女性が84人で最多、シスジェンダー男

性が73人、「答えたくない」を選択した人が44人となっ

ている。全体的にシスジェンダーではないと自認した回

答者は87人（30.2%）いる点が注目される。

学歴：

　四年制大学が164人、高校が63人、短期

大学・専門学校が42人、中学校は10人、大

学院は9人である。　
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考察点1：多様なジェンダーを表現するファッションへの関心と需要

　①性自認が非シスジェンダーである回答者はシスジェンダーの回答者と比べて、

特定なジェンダー気質を表現するファッション製品を購入するよりも、社会的に期

待された規範的なジェンダー（フェミニンやマスキュリン）を表現しないジェンダ

ーノンコンフォーミングな衣料品やいずれかを属しない衣料品を好む傾向が強い。
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考察点1：多様なジェンダーを表現するファッションへの関心と需要

②自分の性自認以外のファッション製品

を購入した経験がある回答者は将来的に自

分の性自認以外のファッション製品や社会

的な規範を従わないファッション製品の購

入意向が強い。

③それに対して、自分の性自認以外のフ

ァッション製品を購入した経験がない回答

者は将来的に否定的な購入意向や未決定の

態度がわかる。
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考察点2：ファッション選択の権利意識

　①多くの回答者が、性別に関係なくフ

ァッションアイテムを選ぶ権利が重要だ

と考えており、回答者の衣服に対するジ

ェンダー気質の志向にかかわらず、試着

スペースを提供することが重要であるこ

とは一般的な意見として認められている。

　②将来ジェンダーノンコンフォーミン

グの服を試着したり購入したりする場合、

サイズ情報を提供することが重要だと肯

定的だった。

　これは、消費者が自由なファッション

選択の権利を重視していることを示して

いる。　
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考察点3：ジェンダーノンコンフォーミングファッション購入の障壁

　サイズや商品の不足、他人の評価への不安などが主な障壁となっており、特に非シスジェ

ンダーの消費者がこれらの問題に直面しやすいことが明らかになった。

　これらの障壁を解消することが、ジェンダーノンコンフォーミングファッションの普及に

重要であると考えられる。
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考察点4：ジェンダーノンコンフォーミングファッション普及への影響因子

　①高価格が最も大きな障壁となっており、これ

は高価格がジェンダーノンコンフォーミングファ

ッションの普及を妨げる重要な要因であることを

示している。

　②インスタグラムやオンライン通販プラットフォ

ームが情報源として重要な役割を果たしており、こ

れらのプラットフォームを活用した普及戦略が効果

的である可能性が高いである。
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考察点5：ブランドの多様性への取り組みに対する消費者の態度と期待

　①多くの消費者がよりインクルーシブな

ファッション業界を期待しているが、中立

的な態度も多く見られた。

　②衣料品の気質による分類販売や、セク

シャルマイノリティのモデル起用などにつ

いても、支持と中立的な態度が混在してい

る。

　ブランドは消費者の多様な意見を考慮

しながら、慎重に多様性への取り組みを

進める必要がある。


